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地方創生×離島留学への取り組み

 　「魚島さざなみ留学」

大自然と伝統文化にふれる毎日

▲ 畑の看板づくり

  

さ
ざ
な
み
寮
の
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー
梶
浦
、
竹
内
、

岩
谷
で
す
。

  

今
年
度
も
ス
タ
ー
ト
し
て
半
年
が
経
過
し
、
魚
島

の
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
び
の
び
と
過
ご
す
小
・
中

学
生
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

  

5
月
、
み
ん
な
で
バ
ケ
ツ
に
稲
の
苗
を
植
え
ま
し

た
。
手
で
丁
寧
に
植
え
た
苗
は
、
島
の
太
陽
と
潮
風

を
浴
び
、
ぐ
ん
ぐ
ん
と
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
9
月
に
は
、
い
よ
い
よ
稲
刈
り
の
季
節
を
迎
え
、

そ
れ
ぞ
れ
が
黄
金
色
の
稲
穂
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。

昔
か
ら
「
稲
に
と
っ
て
稲
妻
（
雷
）
が
よ
い
」
と
い

わ
れ
て
き
た
理
由
に
は
、
科
学
的
な
根
拠
が
あ
り
ま

す
。
雷
が
地
表
に
落
ち
る
際
、
空
気
中
の
高
温
・
高

圧
に
よ
っ
て
空
気
中
の
窒
素
が
「
窒
素
化
合
物
」
へ

と
変
化
し
ま
す
。
こ
の
窒
素
化
合
物
は
、
雨
と
と
も

に
地
面
に
降
り
注
ぎ
、
土
壌
に
取
り
込
ま
れ
て
作
物

の
栄
養
分
と
な
り
ま
す
。
稲
な
ど
の
植
物
が
す
く
す

く
と
育
つ
た
め
に
は
「
窒
素
」
が
と
て
も
大
切
で
、

雷
が
大
気
中
の
窒
素
を
肥
料
へ
と
変
化
さ
せ
て
く
れ

る
天
か
ら
の
贈
り
物
で
す
。
先
人
た
ち
の
知
恵
や
自

然
へ
の
敬
意
を
感
じ
る
ひ
と
と
き
で
す
。

　
稲
を
稲
架
に
掛
け
天
日
干
し
、
毎
日
飲
ん
で
い
る

牛
乳
の
パ
ッ
ク
を
利
用
し
て
脱
穀
を
し
ま
し
た
。
こ

の
後
、
籾
殻
取
や
精
米
を
残
し
て
い
ま
す
が
、
農
作

業
の
大
変
さ
を
あ
ら
た
め
て
学
び
ま
し
た
。

　
他
に
も
種
か
ら
育
て
た
南か

ぼ
ち
ゃ瓜

も
実
ら
せ
ま
し
た
。

直
径
20
ｃ
ｍ
く
ら
い
の
南
瓜
を
5
個
収
穫
し
、
皆
で

舌
鼓
。
自
ら
育
て
た
作
物
の
味
は
格
別
で
し
た
！

　
ま
た
、
9
月
の
運
動
会
で
は
離
れ
て
暮
ら
す
親
御

さ
ん
と
一
緒
に
競
技
を
楽
し
ん
だ
り
、
地
域
の
方
々

と
一
緒
に
魚
島
の
伝
統
「
て
ん
て
こ
踊
り
」
も
披
露

し
ま
し
た
。
こ
の
「
て
ん
て
こ
踊
り
」
は
、
通
常
8

月
15
日
に
執
り
行
わ
れ
る
の
で
す
が
、
島
の
人
口
減

少
と
と
も
に
機
会
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
年
7
年
振
り
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
笑

顔
あ
ふ
れ
る
輪
が
広
が
り
子
ど
も
達
も
地
元
の
方
々

と
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
都
会
で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
自
然
の
営
み

と
伝
統
行
事
の
数
々
・
・
・

　
子
ど
も
達
は
、
こ
の
魚
島
で
心
も
体
も
た
く
ま
し

く
成
長
し
て
い
ま
す
。　
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地方創生×離島留学への取り組み  　魚島さざなみ留学　　
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▲ みんなで海岸清掃

▲ みんなで「たこ焼き」パーティ ▲ 牛乳パックを使った脱穀の様子▲ 脱穀の状況
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① 積善山遺跡第１次発掘調査現地見学会
② 令和７年９月 13 日（土）　10：30～15：00　晴れ後曇り
③ 上島町弓削岩城　積善山展望台
④ 参加者　27 名

積善山遺跡調査区配置図 積善山遺跡・立石山遺跡位置図　

9月13日（土）に、岩城島にある積善山遺跡において、愛媛大学法文学部考古学研究室と上島町教育委員会
の主催による積善山遺跡第１次発掘調査現地見学会が開催されました。

積善山遺跡は、岩城島のほぼ中心にある標高約370ｍの積善山の山頂部に位置する遺跡です。平成元年（1989）に
山頂部にある旧展望台跡地に新展望台が建設され、その際に郷土史家の児島公尊さん（故人）によって北側斜面からサ
ヌカイト（讃岐岩）の剥片や弥生土器が採取されました。その弥生土器には口縁部（土器の口の部分）に凹線の入った土
器（凹線文土器）が見られることから、積善山遺跡は今から約2,000年前の弥生時代中期後葉の高地性集落遺跡と考え
られています。

本遺跡は生名島北部の立石山山頂にある立石山遺跡とともにこの地域を代表する高地性集落遺跡ですが、これまで山
頂付近での発掘調査は実施されていませんでした。山頂からは、西条市の八堂山遺跡や香川県荘内半島の紫雲出山遺跡
といった瀬戸内海地方を代表する高地性集落遺跡を遠望することができます。　

積善山遺跡 第１次発掘調査現地見学会　

【上島町の最高所にある積善山遺跡】
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縄文時代に続く弥生時代は、日本列島で灌漑をともなう本格的な水稲農耕が始まった時代です。一方、平地からの高低
差があり水稲農耕に不向きな山や丘陵での発掘調査や踏査等によって、当時の人々の遺物が発見されることがあります。

生名島北部の立石山（標高約139ｍ）の山頂部にある立石山遺跡では、昭和50年（1975）に学術調査が行われまし
た。発掘調査では後期旧石器時代のナイフ形石器や古墳時代の須恵器が出土していますが、出土遺物の多くは積善山遺
跡と同様に弥生時代中期後葉の凹線文土器です。また、山頂部のわずかな平坦地を覆う花崗岩群は石神・磐座・磐境
等で構成され、これらは神々や祖先を祀る祭祀遺跡であると考えられています。立石山にある石神は、立石、陽石とも呼ばれ、

「立石山」という山名の由来であると伝えられています。
弥生時代の高地性集落遺跡は主に大阪湾沿岸から瀬戸内海沿岸にかけて分布し、その中には狼煙跡と推定される焼け

土を伴う例や、狩猟用とは思えない大型の石鏃等の武器の出土がみられる例があります。しかし、積善山遺跡と立石山遺
跡については、出土遺物や遺構等から現段階では軍事的・防御的機能を証明することはできません。一方、両遺跡の特徴
として、海への眺望に恵まれ、海からの視認性が高いことが挙げられます。積善山遺跡と立石山遺跡は、臨海や山腹の集
落と密接に関わりながら、海上交通のランドマークとしての機能を備えていた可能性があります。　

弥生土器が採取された積善山遺跡の残存状況と高地性集落としての性格・機能を明らかにすることを目的に、９月３日
（水）から17日（水）まで発掘調査を行いました。調査では、積善山山頂部にある展望台周辺に設定した調査区である２ト
レンチからタタキ目が見られる須恵器の甕の胴部片や口縁部に凹線文が施された弥生土器が出土しました。また、４トレンチ
からも弥生土器の可能性のある土器片が確認されました。一方、積善山山頂部から離れた１トレンチと３トレンチでは比較的
浅い位置で岩盤が検出され、遺物包含層（土器や石器等の遺物を含む土層）は残存していませんでした。これらのことから、
遺跡の主体は山頂展望台付近にあるとみられます。今後、高地性集落遺跡として認知されている積善山遺跡とともに周辺
遺跡の調査を行うことによって、島の弥生文化及び歴史を解明し、それらを地域資源として生かすことを考えています。

調査の終盤に開催した現地見学会では、発掘調査箇所を公開するとともに、児島公尊さんが積善山山頂付近で採集した
弥生土器を展示しました。会場には遠方から訪れたサイクリストや観光客の姿もありました。本見学会は、参加者の皆さん
が積善山山頂からの景観を楽しみ、古の積善山の歴史に思いを馳せる機会となりました。　

立石山山頂にある立石山遺跡 立石山遺跡遠景（生名島）

児島公尊さん採集資料（積善山遺跡） 積善山遺跡遠景（岩城島）

【発掘調査と現地見学会】

【高地性集落遺跡】
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健康だより健康だより 生名支所健康推進課 ☎7４‒0911
魚島保健福祉センター ☎74―1120

みんなで支えよう　地域のつながり

　あなたは、ご近所に住む人と普段から関わりがありますか？ 近年はライフスタイルの多様化により、
地域での交流や助け合いの意識が徐々に変化してきています。さらに、コロナ禍によるコミュニケー
ションの減少により、人間関係の希薄化が目立ってきました。
　人と人とのつながりが減ることは、地域活動の担い手不足や社会的孤立の拡大、防犯や防災リスク
の増加など、深刻な社会問題の原因になります。温かく活気のある上島町のために、まずは普段から
顔を合わせる機会がある人を、少しだけ気にかけてみましょう。

● お店で買い物をする時に

● 道でばったり会った時に

● ランニングやウォーキングの時に

● 愛犬との散歩の時に

● 登下校や通勤の時に

● 畑で作業をしている時に

● 庭の花の水やりをしている時に

● 洗濯物を干す時に

お
は
よ
う
御
座
い
ま
す

お
は
よ
う

お
か
え
り

こ
ん
に
ち
は

よ
く

会
う
人
だ

　いつも行っている散歩や買い物の途中など、普段の生活の中で見かける人は少なくないと思います。
その人たちをそっと見守ることが、地域のつながりの第一歩です。身近な地域の中で、お互いのちょ
っとした目配りやさりげない声かけから始めてみましょう。

　　気になることがあれば、周囲の誰かに相談しましょう。
　　異変に気づいた時や一人で解決できない時は、ご相談ください。

　　【相談先】 上島町地域包括支援センター
　　　　　　　( 上島町役場　生名総合支所内 ) ☎︎ 76-2261
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・まずは家の周りを1周する。
　　1日1回10分から始めましょう。
・初めは時間や距離を厳密に決めず、気軽に続けること
 を優先する。
　　きっちり決めてしまうと、「今日はできない」とや
　らない理由になってしまうことも。
・履き慣れた靴で歩く。
・水分補給をし、無理せず休憩をとる。体調が悪ければ
 中止を。
・仲間をつくると続けやすい。
・暗い時間帯は反射材やライトで安全対策を。
・万歩計やスマホアプリで歩数を記録する。
　　継続する意欲になります。

〈推奨身体活動目安〉
成人で1日　約8,000歩以上
高齢者で約6,000歩以上

（厚生労働省：健康づくりのための身体活動・運動ガイ
ド2023）

11月 健康相談・各種教室・健診ガイド
★印は、健康ポイント10 Ｐ獲得できます 元気アップ体操

　ようやく秋らしくなり、運動を始めるのに最適な時期
になりました。今春、町の集団健診で実施した「健康づ
くりに関するアンケート」では、歩いて10分程度の距
離について「いつも歩く」と答えた成人（20歳～64歳）
は22％、「3回に2回」15％、「3回に1回」24％、「ほと
んど歩かない」39％という結果でした。
　頻繁に歩く人は4割を下回り、6割以上の人は日常
の移動で歩くことをあまり選んでいないのが明らかに
なりました。とはいえ、歩くことは誰でも手軽に始められ
て効果の高い健康法です。普段より10分多く歩くだけ
でも、心肺機能の維持や生活習慣病の予防、体重管
理、気分転換、睡眠の質改善、筋力・バランス力の維
持、そして地域での交流促進など多くのメリットが期待
できます。まずは今日から「＋10分」のウォーキングを
始めてみませんか？

ーすきま時間体操ー

弓削地区

健康相談★

17日(月) 10:00 〜 11:00  生名総合支所

生名地区

健康相談★

 20日(木） 10:00 ～ 11:30 魚島保健福祉センター

魚島地区

健康相談★

12日(水) 10:00 ～ 11:00 岩城総合支所２階

21日(金) 10:00 ～ 11:00 長江集会所

デイケア★

12日(水) 13:30 ～ 15:00 岩城保健センター　

岩城地区

ＣＡＴＶ11チャンネルで
13 時・18 時 放 映 中！

保健センタープレイルーム開放日

毎週金曜 9:00 〜 12:00 弓削保健センター

健康相談★

11日(火) 9:30 〜 10:30 　せとうち交流館

秋の特定健診・がん検診★

6日(木) 9:00 〜 11:30  せとうち交流館

◆歩く習慣を続けるコツ
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　こんにちは！ゆめしま未来塾の浜
田です。着任から半年が経ちまし
た。これまでの活動を少し振り返っ
てみたいと思います。
　普段は主にゆめしま寮の隣にあ

る第２教室で、高２・高３生に物
理・化学・数学・英語を教えていま
す。少人数制のため、生徒一人ひと
りにじっくり向き合えるのが嬉しい
ところです。
　また、弓削高校内の304教室にも
時々足を運び、高１生のちょっとし
た質問に答えたり、化学が大好きな
生徒にはその魅力を思う存分伝え
たりしています。
　7月には弓削高校〈総合的な探究
の時間〉の企画「海のお楽しみ会」
に、9月には運動会に参加し、創意

工夫に満ちた姿と元気いっぱいの
笑顔に触れました。生徒とのふれあ
いが私の原動力です。この場所で
出会った人々とのつながりが日々の
励みになっています。

島おこし協力隊活動日記

　

　こんにちは。ゆめしま寮ハウスマ
スターの川島です。
　9月6日、弓削高校の大運動会が
開催されました。運動会の前、寮生

達は連日の様に応援の練習を行い
「振り付けが難しいんですよ～」と
言いながらも何度も動画を確認し
一生懸命覚えていました。
　運動会直前に台風が発生しハラ
ハラしましたが、当日は見事な快
晴！生徒達は競技への参加はもち
ろんですが、その他にカメラ係や放
送係、演技審判に救護係など色々
な役割を担い運動会の運営を支え
ていました。

　起業部の活動もそうですが、こう
やって表舞台の活躍だけではなく、
裏方さんの活躍があって物事が成
り立っていることも学んでいくのだ
なと感じました。運動会のラストを
飾ったのはリレー。目の前を一瞬で
駆け抜けるスピードは圧巻でした！
みんなお疲れ様でした。

学生寮 努力の結晶

　

　8月よりゆめしま寮のハウスマス
ターを務めております藤野です。
　着任の日、寮の食堂に顔を出す
と、ちょうどティータイムの準備中
でした。「一緒にどうですか？」と

誘ってくれたのは梅ちゃんと柊ちゃ
ん。あたたかな笑顔と甘いピーチテ
ィーに迎えられ、ほっこりした気持
ちになりました。
　子育てもひと段落し、これからは
人の役に立てる場で力を尽くした
いと考えていたところ、ご縁あって
上島町にやってきました。
　瀬戸内の海に囲まれた自然豊か
な環境で、個性豊かな高校生のこ
どもたちと過ごす日々を楽しみにし

ています。
　これから一人ひとりに真摯に向き
合いながら、私自身も一緒に成長し
ていきたいと思っています。どうぞ
よろしくお願いいたします。

学生寮 一緒にティータイムしませんか？

　
ゆ
め
し
ま
寮　

　
　
　
藤
野　
加
緒
美　

　
ゆ
め
し
ま
未
来
塾　

　
　
　
　
浜
田　
宜
治

公営塾 「かみじま」での半年、振り返り　　

応 援 合 戦 の 練 習

ゆめしま寮
　　　　　川島　みほ子　　　
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フ
ェ
ア
を
き
っ
か
け
に
上
島
町
へ
移

住
し
、
協
力
隊
や
役
場
職
員
と
し
て

勤
務
さ
れ
て
い
る
方
や
、
移
住
と
ま

で
は
い
か
ず
と
も
観
光
や
町
内
案
内

ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
な
ど
、
上
島
町

へ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
方
も
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
度
の
移
住
者
数（
転

入
時
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ご
提
出
い
た
だ

い
た
方
で
転
勤
・
進
学
で
は
な
い
理

由
で
転
入
さ
れ
た
人
数
）
は
54
人
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
Ｉ
タ
ー
ン

（
上
島
町
出
身
で
な
い
方
）
の
方
の
割

合
が
約
65
％
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
上
島
町
に
何
か
し
ら
の
魅
力
を

感
じ
て
移
住
さ
れ
た
方
が
多
い
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。　

　

今
後
も
引
き
続
き
、
移
住
フ
ェ
ア

を
通
じ
て
よ
り
多
く
の
方
々
に
上
島

町
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
実
際

に
町
を
訪
れ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
移

住
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
機
会
と

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

島おこし協力隊ミッション ミニコラム

島
お
こ
し
協
力
隊
ミ
ッ
シ
ョ
ン  

ミ
ニ
コ
ラ
ム 

30

　
島
お
こ
し
協
力
隊　
移
住
定
住
・

空
き
家
バ
ン
ク
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
野

で
す
。　

　
移
住
フ
ェ
ア
は
、
東
京
・
大
阪
の

2
大
都
市
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
関
東
圏
・
関
西
圏
の
地
方
移

住
希
望
者
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
愛
媛
県
お
よ
び
四
国
、
中
四

国
の
自
治
体
が
主
催
と
な
っ
て
行
わ

れ
る
も
の
で
、
フ
ェ
ア
の
規
模
に
も

よ
り
ま
す
が
、
多
い
時
に
は
1
日
に

2
0
0
名
以
上
の
方
が
来
場
さ
れ
、

そ
の
中
で
上
島
町
に
興
味
・
関
心
を

抱
き
、
ブ
ー
ス
へ
相
談
に
来
ら
れ
た

方
に
対
し
て
、
上
島
町
の
P
R
や

移
住
相
談
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
上
島
町
は
他
の
し
ま
な
み
海
道
沿

い
の
島
々
に
比
べ
、
認
知
度
が
低
い

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
町
に

し
か
な
い
魅
力
や
完
全
離
島
で
あ
り

な
が
ら
も
都
市
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

容
易
な
と
こ
ろ
な
ど
、「
上
島
町
」

を
知
っ
て
い
た
だ
く
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
の
フ
ェ
ア
で
は
、
約
１
０
０

名
の
方
の
相
談
対
応
を
行
い
、
こ
の

移住定住・空き屋バンク　　
中野　雄大

「
移
住
フ
ェ
ア
と
移
住
者
数
」

移住者数（世帯数） I タ ー ン U タ ー ン

令 和 2 年 4 5（ 2 7 ） 2 5 5 6 ％ 2 0 4 4 ％

令 和 3 年 6 0（４２） 3 0 5 0 ％ 3 0 5 0 ％

令 和 4 年 ６２（４7 ） 3 8 6 1 ％ 2 4 3 9 ％

令 和 5 年 6 7（ 4 7 ） 4 1 6 1 ％ 2 6 3 9 ％

令 和 6 年 5 4（ 4 7 ） 3 5 6 5 ％ 1 9 3 5 ％
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ALTコーナー /観光協会だより

自己紹介

　「こんにちは！ジョシュアです。」
カナダのトロントからやってきまし
た。トロントは大都市でありながら
自然も豊かで、多文化が共存して
いる街です。世界中の料理を味わ
えたり、四季折々のイベントやフェ
スティバルを楽しめたりします。夏
には特に湖畔や公園で過ごす時間
が大好きでした。

　私の趣味は写真撮影、水泳、サ
イクリング、そしてランニングです。

自然の中を歩きながら写真を撮った
り、湖で泳いだり、自転車でさまざ
まな場所を訪れたりするのが大好
きです。体を動かすことは、私にと
ってリフレッシュできる最高の時間
です。これからは、この美しい上島
で暮らし、海や島々の景色、季節
ごとに咲く花々、そして海沿いの道
を走る爽やかな風を楽しみにしてい
ます。瀬戸内海に沈む夕日が空と
海をオレンジ色に染め上げ、まるで
絵画のような光景になるのを想像
すると、とてもわくわくします。島
で味わえる新鮮な魚は身が引き締
まり、みかんは甘くて香り高く、今
から味わうのが楽しみです。
　また、地域のお祭りや季節の行
事に参加し、日本ならではの文化

や伝統を肌で感じたいです。そして、
こうした体験を通して、地域の皆
さんとたくさんの思い出を作り、友
情を育んでいきたいです。皆さん
が笑顔で過ごせる日々を願っていま
す。もし見かけたら、ぜひ気軽に声
をかけてくださいね。どうぞよろし
くお願いします！　

弓削	月 19:30 ～ 弓削地域交流センター
生名	月 10:30 ～ 生名３分団集会所
岩城	木	 19:30 ～ 岩城総合支所庁舎

英会話教室

弓削地区担当
ジョシュア・ウィル
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か み じ まリトリ ート D A Y

9月28日（日）、今年で2回目となる「かみじまリト
リートDAY」を開催しました。

今年は、ラジオ体操、ヨガ、体幹トレーニング、ポタ
リング、マルシェ、呼吸法講座、フラダンス、アイリッシ
ュミュージックライブと、多彩な8つのプログラムを実施
しました。

町内の方 を々はじめ、関西方面からも多くの方にご
参加いただき、「終始ほっこりとした雰囲気で過ごせま
した」、「町内ではなかなか体験できないことができて
良かったです」といった声をいただきました。当日は曇
り空が広がっていましたが、イベントの締めくくりとなっ
たアイリッシュミュージックライブでは、虹が架かり、夕
日が差し込み、心地よい音楽とともに特別なひとときに。
ライブの後半には参加者が輪になって踊り、会場全体
が一体感に包まれました。

この日を通して、皆さまに少し特別な島じかんをお届
けできたことをうれしく思います。来年も上島町の魅力
を存分に味わっていただけるような「かみじまリトリート
DAY」を企画してまいります。



LETTERS FROM SCHOOL 

みんな笑顔の運動会！
　９月６日、令和７年度運動会を
開催しました。多くの保護者や地
域の皆さま、来賓の方々にご来場
いただき、温かい応援をいただき
ました。　

　競技では、どの種目も接戦が繰
り広げられ、会場は大きな歓声と
拍手に包まれました。応援合戦は
夏休みから練習を重ねた成果が存
分に発揮され、迫力ある演技に会
場全体が引き込まれました。さら
に、全校生徒によるダンスでは、

笑顔で会場を盛り上げ、和やかな
ひとときとなりました。その中で
得られた達成感や一体感は、生徒
たちにとって大切な思い出となっ
たことでしょう。終日、笑顔と感
動に包まれた運動会。最後まで見
守り応援してくださった皆さまの
おかげで、生徒たちにとって心に
残る１日になったと思います。

株式会社「弓削KoCo.」
　先月、持続可能な地域貢献を目
的に、株式会社「弓削KoCo.」が
設立されました。今月には設立株

主総会も開かれ、本格的に活動を
スタートします。

　代表取締役と生徒たちが集ま
り、これから会社をどのように進
めるのか、熱心に話し合いまし
た。高校生ならではの柔軟な発想
と行動力を生かし、地域の課題解
決や新たな挑戦に取り組んでいき
ます。
　Instagramで日々の様子をほぼ
毎日更新しています。ぜひ見てみ
てください。 

令 和 7 年 度 商 船 学 科 卒 業 式・　
専攻科修了式を挙行　　　　　　
　令和 7 年 9 月 19 日 ( 金 )、本
校において商船学科卒業式並びに
専攻科（海上輸送システム工学専
攻）修了式を挙行し、卒業生29名、
修了生 5 名に卒業証書・修了証
書を授与しました。
　多数の来賓や保護者にご臨席賜
り、盛大かつ厳粛に執り行うこと
ができました。
　校長から、「恵まれた環境で培
った知識・技能などを最大限活用
し、責任感を胸に社会に貢献して
欲しい」と式辞が述べられました。
　卒業生総代は「未知の大海原へ
出航する」と力強く答辞を述べ、
最後に登

とうしょうれい
檣礼を実施し、「ごきげ

んよーう！」の掛け声とともに、

全員の制帽が宙を舞う中、晴れや
かに門出を迎えました。
　

全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会 で　　
優勝！
　第 60 回全国高等専門学校体育
大会が九州 ( 福岡県・大分県 ) で
開催され、たくさんの学生がこれ
までの練習の成果を発揮し、表彰
されました。
◇陸上競技部
男子やり投げ  優　勝
　杠

ゆずり

　航
こ う た ろ う

太朗（電子機械工学科 2 年）
女子やり投げ　第 4 位
　水

み ず の

野 さくら（商船学科 4 年）

男子走高跳び　第 7 位
　武

た け だ

田　空
そ ら

大（商船学科 2 年）
男子やり投げ　第 8 位
　森

もり

　旬
しゅんき

輝　 （商船学科 3 年）
◇剣道
女子個人の部　優　勝
　竹

たけむら

村　心
こころ

　 （商船学科 5 年）
◇柔道
女子 63kg 級　準優勝
　井

いのうえ

上　結
ゆ い こ

子（情報工学科 2 年）

み
ん
な
笑
顔
の
一
日
！
　
弓
削
高
運
動
会
開
催
！

弓削高等学校 https://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校 https://www.yuge.ac.jp/

培
っ
た
力
を
胸
に
、
未
来
へ
の
船
出
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上島の文芸

●ご利用案内　開館時間 ８:30 ～ 17:15

≪メディア室≫ てまり(てまりグループ) 　

令和7年11月新着図書 ※入荷次第貸出となりますので、
ご了承ください。

種類 貸 出 限 度 貸出期間
図書 1人5冊まで(うち新着本 2冊) ３週間

DVD 1人3本まで(うち新着DVD １本) １週間
新着 DVD 3 日間

 せとうち交流館だよりせとうち交流館だより

 ■ 愛媛県立図書館の図書を借りることができます。受付までお問合せください。
 ■ 図書のリクエストを受け付けています。

　●問い合わせ　せとうち交流館
　　上島町弓削下弓削 1037-2 
　　　☎ 77-2252　　 77-2292Fax

☆一般書☆　　　　タイトル 　著　　者 タイトル 著　　者
殺し屋の営業術 野宮　有 失われた貌 櫻田　智也
晩夏 赤川　次郎 ぼんくら（下） 宮部　みゆき
懲役病棟 垣谷　美雨 鎌倉茶藝館 伊吹　有喜
新！店長がバカすぎて 早見　和真 イノセンス 誉田　哲也
布武の果て 上田　秀人 白魔の檻 山口　未桜
激しく煌めく短い命 綿矢　りさ 女王様の電話番 渡辺　優
「１００年血管」のつくり方 池谷　敏郎 スマホになじんでおりません 群　ようこ
ひきこもり家族 染井　為人 どら蔵 朝井　まかて
体にこもった熱を取る薬膳　 幸井 俊高／監修

☆児童書☆　　　　タイトル 　著　　者 タイトル 著　　者
角川の集める図鑑ＧＥＴ！　ひらめく理科 日本科学未来館／監修 アンパンマンとすいこみどり やなせ たかし／作・絵

ぬまの１００かいだてのいえ いわい としお／作 パンどろぼうとスイーツおうじ 柴田　ケイコ／作

双
葉
俳
壇
一
一
九
二
回
句
集
（
岩
城
）

一
群
の
野
辺
を
彩
る
秋あ

き
ざ
く
ら桜

田
中　
華
丘

み
ほ
と
け
に
一
輪
挿
し
の
秋
ざ
く
ら

深
水　
健
司

兄
弟
で
影
踏
み
歩
く
良
夜
か
な　幸

本　
郁
夫

無
垢
の
身
と
な
れ
る
良
夜
で
あ
り
し
か
な

山
元　
征
子

秋こ
す
も
す桜
や
ロ
ー
カ
ル
線
の
揺
れ
心
地　

美
濃
部
妃
苗

≪ふれあいギャラリー≫ 認知症パネル展 10/31〜11/21

コ
ス
モ
ス
や
「
一
つ
の
花
」
の
や
さ
し
さ
よ

森
本　
伸
子

良
夜
な
る
旅
の
疲
れ
を
湯
に
ほ
ど
く

古
林　
幹
枝

名
月
や
暮
れ
六
つ
に
な
る
寺
の
鐘

田
名
後
篁
雨

☆ DVD ☆　　　　タイトル 　　　　　　　
インサイド・ヘッド ２

マイナンバーカードの有効期限・更新について

　今年はマイナンバーカード発行開始から10年目の年です。
　カード発行から10回目の誕生日（18歳未満の方は5回目の
誕生日(※1)）を迎えられる方は「カード本体」、5回目の誕生
日を迎えられる方は「電子証明書」が有効期限切れとなり、そ
れぞれ更新が必要となります。
　マイナンバーカードや電子証明書が有効期限切れとなる方に
は、期限の2か月から3か月前を目途にお知らせ（有効期限通
知書）が送付されます。お早めに開封し、更新の手続きをお願
いいたします。
　マイナンバーカード本体の更新は、スマートフォンや郵送での
申請が可能です。役場窓口でも申請のサポートを行っておりま
すので、お気軽にお越しください。
　また、電子証明書の更新は、期限3か月前の翌日から住所
地の市町村窓口にて行うことができます。
※1 申請受付日が令和4年4月1日より前の場合は20歳未満

　詳しくはデジタル庁ウェブサイトでご確認ください。
　　https://www.digital.go.jp/policies/
　　　　　　mynumber/expiration-date
●問い合わせ
　　　　弓削 　住 民 課　☎77-2503
　　　生名　町民生活課　☎76-3000
　　　岩城　町民生活課　☎75-2500
　　　魚島　町民生活課　☎78-0011　
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歳 出

項　　目 金　額 比 率 R5

 町税　 　 　3 5億4,076万円 8.0％ 7.3％

 繰入金 4億　440万円 6.0％ 5.2％

 その他 4億3,752万円 6.5％ 6.3％

 地方交付税　 4 38億3,258万円 56.7％ 51.9％

 町債　　　　5 4億  200万円 5.9％ 11.0％

 国庫支出金　6 4億9,684万円 7.3％ 10.5％

 県支出金　 6 3億9,950万円 5.9％ 4.9％

 その他 2億5,082万円 3.7％ 2.9％

歳 入 合 計 67億6,442万円 100.0％ 100.0％

【 歳 入 】

自
主
財
源
1

2

上島町決算報告

その他（自主財源）の内訳　
　使用料及び手数料　  1億4,465万円 
　寄附金　 　 7,704万円　　繰越金 　 8,488万円

　諸収入 　 6,423万円　　その他　　6,672万円

その他（依存財源）の内訳　
　地方譲与税 2,769万円 
　地方消費税交付金 1億6,792万円 
　その他の交付金 5,521万円

　

一 般 会 計
令和5年度に比べ5億4,768万円の
減額となりました。歳 入

令和5年度に比べ5億6,732万円
減額となりました。　

用語の説明　　
1� 自主財源…町税・手数料・使用料・財産収入・寄附金

など、町が独自に調達できる財源
2 �依存財源…地方交付税のほか国庫支出金・地方譲与税・

県支出金など国や県に依存するかたちで調達する財源
3 �町税…町民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税など
4 地方交付税…どの市町村でも一定の行政サービスを行

えるように国から交付されるお金
5� 町債…町が一会計年度を超えて借入れたお金
6� 国庫 ( 県 ) 支出金…町が行う事業に対し、必要に応じて　　

国 ( 県 ) から交付されるお金　

用語の説明
　 �義務的経費…支出が義務付けられている人件費・扶助

費・公債費にかかる経費
	 投資的経費…道路の建設など、社会的資本整備に要す

る経費
　 �扶助費…高齢者や児童、障がい者などへの支援に要す

る経費
　　� 公債費…町の借入金の返済にかかる費用
　　� 物件費…町の事業に必要な消耗品や備品、委託料など

に要する経費
　　 �補助費等…町から民間や他の地方公共団体に対して交

付される現金的給付に要する経費
　　� 繰出金…特別会計の事務事業を補助するため、一般会

計から特別会計に支出する経費

令和6年度決算が 9月議会定例会で認定されました。　

項　　目 金　額 比 率 R5

 人件費 14億1,773万円 21.3％ 18.2％

 扶助費　　 3億2,353万円 4.9％ 4.6％

 公債費　　 11億6,220万円 17.4％ 15.8％

 物件費　　 11億9,932万円 18.0％ 15.1％

 補助費等　 6億8,806万円 10.3％ 6.2％

 繰出金　　 7億1,460万円 10.7％ 15.2％

 その他 2億　563万円 3.1％ 1.9％

 普通建設事業費等 
　（うち災害復旧事業費）

9億4,882万円

（576万円）
14.3％

（0.1％）
23.0％

（0％）

歳 出 合 計 66億5,989万円 100.0％ 100.0％

義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

投
資
的

経
　
費

【 歳 出 】 

10

１１

１２

１３

７

８

9

７

８

９

１０
１１

１２

１３

依
存
財
源

　
　維持補修費　　　　　　 4,611万円　　 
　積立金  　　　　　　　9,283万円
　投資及び出資金 　　　　6,669万円　　

その他の内訳
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特別会計
特別会計とは、事業目的を限定
し、特定の収入と支出で経理を行
う会計です。

公営企業会計 公営企業会計とは、独立採算による特定の事
業を経理する会計です。

特 別 会 計 名 　 歳　　入 歳　　出 差引額
うち繰入金

国民健康保険 7億4,065万円 7,860万円 7億2,771万円 1,294万円

後期高齢者医療 1億6,999万円 4,970万円 1億6,883万円 116万円

介護保険 9億1,316万円 1億3,000万円 9億1,176万円 140万円

介護サービス 4,485万円 2,210万円 4,461万円 24万円

特別養護老人ホーム 4億　442万円 1億2,350万円 4億　238万円 204万円

国民健康保険診療所 6,197万円 5,551万円 6,150万円 47万円

へき地出張診療所 447万円 100万円 396万円 51万円

C A T V 6,031万円 2,620万円 5,950万円 81万円

魚島船舶 1億8,929万円 6,340万円 1億8,863万円 66万円

生名船舶 3億1,185万円 1,880万円  3億 444万円 741万円

繰入金・・・一般会計から特別会計への
現金の移動を表します。法律等に
基づく支出や特別会計の赤字を補
填するための支出等があります。
6年度の総額は5億6,881万円。

２年度 3年度 4年度 5年度 6年度 説　　明

町債残高 126億
6,649万円

122億
409万円

112億
504万円

106億
6,338万円

96億
4,561万円

町の町債残高（借金）の推移です。
※このうち約6割が交付税措置されます。

基金残高 26億
2,931万円

27億
877万円

28億
2,894万円

25億
3,746万円

22億
3,737万円

町の基金残高（預金）の推移です。

〜決算から見える　町の財政状況〜

収益的収支・・・事業の日常的な活動（サービスの提供など）による収入と支出を表すもの

公営企業会計名 収　入 支出 差引額　　うち一般会計補助金
上 水 道 2億4,121万円 0万円 2億1,828万円 2,293万円

下 水 道 4億6,126万円 2億6,860万円 4億5,860万円 266万円

簡易水道 6,528万円 4,300万円 6,311万円 217万円

資本的収支・・・施設の建設や改修など、将来の経営やサービス提供の維持・拡大につながる長期的な投資の収入と支出を表すもの

公営企業会計名 収　入 支出 差引額　　うち一般会計出資金
上 水 道 0万円 0万円 1,848万円 △1,848万円

下 水 道 5,122万円 4,640万円 1億9,020万円 △1億3,898万円

簡易水道 2,000万円 2,000万円 3,779万円 △1,779万円

※不足額は当年度分の内部留保資金などから補てん
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2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 説　　　明　

財政力指数 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15
財政運営の自主性の大きさを表す指数で、数値が
高いほど自主財源の割合が高く、財源に余裕があ
ります。

経 常 収 支
比 率 96.4 89.1 93.2 94.9 94.5

財政構造の弾力性を示すものです。経常一般財源に
占める義務的経費等の割合で、数値の上昇は自由に
使える財源が少なくなることを意味しています。　

実質公債費
比 率 12.9 12.9 13.3 13.7 14.4

一般会計等が負担する借入金の返済額の標準財政
規模に対する比率です。18％以上になると地方債
を発行する際に国の許可が必要になります。　　　　

将 来 負 担
比 率 44.9 39.2 29.7 35.7 36.5

一般会計等が将来負担する実質的負債の標準財政
規模に対する比率です。350％以上になると、財政
健全化計画策定団体となります。

上島町決算報告

令和６年度の主な普通建設事業

魚島高井神島

各種財政指標

 水産物供給基盤機能保全事業
　　（弓削・岩城・魚島地区）　5,659万円

 がけ崩れ防災対策事業
　　　　　（岩城地区）　　　　1,437万円

 水産環境整備事業
（弓削・岩城・魚島地区）　1億2,100万円

弓削島

佐島

生名島

岩城島

赤穂根島

 地方創生道整備事業　
（弓削・岩城地区）　3,609万円

 水産業強化支援事業
　　 （弓削地区）　　1億5,289万円

因　島

 海岸メンテナンス事業
　　（弓削・岩城地区）　　　　7,178万円
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お知らせ

　虐待かなと思ったら、迷わず児童相談所虐待対
応ダイヤル「189」までご連絡ください。
　また、「親子のための相談 LINE」でも年間を
通じて相談を受け付けています。

■問い合わせ　
　　県子育て支援課　　☎︎ 089-912-2414　　　　　　　

 ◉ オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン
　　〔11/1（土）～ 30（日）〕

　県内で伝統文化に親しむ子どもたちによる、
舞台発表や実演、作品展示が行われます。
　当日参加で楽しめる催しも盛りだくさん！ぜ
ひ愛媛の伝統文化を味わいに来てください。

【日　時】11/23（日・祝） 10:00 ～ 16：00
【場　所】愛媛県県民文化会館 
　　　　　　サブホール ほか

【入場料】無料　※一部体験は有料（材料費のみ）

■問い合わせ　
　　 愛媛県県民総合文化祭実行委員会
         　  ☎ 089-907-5222

 ◉ 子ども伝統文化フェスタ開催！

　

●日　時　
　
　　

11月　1日（土）　  
　　　 10：00 ～ 17：00  
　　会　場　生名小学校体育館
　　 　　文化展・文化財講座　　
　11月　2日（日）
　　　 9：00 ～ 12：00　
　  会　場　生名小学校体育館
　　　　　　文化展・芸能発表会
　 主　催：上島町文化協会　　

　 後　援：上島町教育委員会

● 問い合わせ　
　　　上島町教育委員会 　☎ 77-2128

令和７年度 上島町文化祭

自
称
・
日
本一親
切
な
合
同
会
社

　 
説
明
会 「
シ
ゴ
ト
発
見
フ
ェ
ス
」

　

県
内
50
社
が
集
結
！

　
就
活
が一気
に
進
む
年
末
フェス
。

　
昨
年
満
足
度
1
0
0
％
！

　
企
業
と
の
出
会
い
を

　
全
力
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
県
外
学
生
必
見
の
交
通
費
補
助
も
！

●
日
時　

　
12
月
28
日（
日
）

　
　
　
　
10
時
か
ら
〜
15
時
ま
で

●
場　
所　

　
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　
2
階 

真
珠
の
間

　
　

 (

松
山
市
道
後
町
2
丁
目
5-

1
）

●
対　
象　

　
全
学
年
、
既
卒
3
年
以
内
の
求
職
者

●
申
込
み　

　

特
設
サ
イ
ト
か
ら
の
事
前
申
込
推
奨

【
10
月
27
日（
月
）～
12
月
27
日（
土
）】

　
※
当
日
参
加
も
大
歓
迎

　
　

https://w
w

w
.ai-w

ork.jp/

　
　
　
　
　
　

challenge/jobfair/

●
料　
金　
　
無　
料　

Fax
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上島町議会第３回定例会

上
島
町
議
会
　
　

  
　
第
３
回
定
例
会

■
令
和
６
年
度
上
島
町
一般
会
計
・
特

別
会
計
及
び
公
営
企
業
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て（
14
議
案
）　 

ー
認　

 

定
ー
詳
し
く
は
13
〜
15
ペ
ー
ジ
の
「
上
島

町
決
算
報
告
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
6
年
度
決
算

そ

の

他

補

正

予

算

■
令
和
7
年
度
上
島
町一般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）　　
　

｜
原
案
可
決
｜

会
計
名
一
般
会
計

補
正
額
　
　 

４
，９
０
０
万
円

総　
額
　
　
　
　
　
　

７
５
億
１
，７
０
０
万
円

内　
容
・離
島
生
活
航
路
維
持・確
保
対
策

事
業
ほ
か

本
定
例
会
は
９
月
９
日
（
火
）
に

開
会
し
、同
月
18
日
（
木
）に
閉
会
。

議
案
32
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条

例

改

正

■
上
島
町
投
票
管
理
者
等
の
報
酬
支
給

条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の

基
準
に
関
す
る
法
律
の一部
を
改
正
す
る

法
律
の
公
布
に
伴
い
、
投
票
管
理
者
等

の
報
酬
額
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る

必
要
が
生
じ
た
も
の
。

　
　
　
｜
原
案
可
決
｜

■
上
島
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例　

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法

律
第
18
条
の
規
定
に
よ
り
、
災
害
弔
慰

金
及
び
災
害
障
害
見
舞
金
の
支
給
に
関

す
る
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
上
島
町
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査

委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係

規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
。　
　
　
　
　
　

｜
原
案
可
決
｜

■
上
島
町
体
験
研
修
施
設
条
例
の一部

を
改
正
す
る
条
例　

　

本
条
例
の
精
査
に
伴
い
、
関
係
規
定

を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
。

｜
原
案
可
決
｜

■
上
島
下
水
道
条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例　

　

国
土
交
通
省
で
定
め
る
、
市
町
村
の

下
水
道
条
例
の
制
定
等
に
関
す
る
事
務

の
参
考
と
な
る
標
準
下
水
道
条
例
が一部

改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
災
害
そ
の
他
の

非
常
の
場
合
に
お
け
る
排
水
設
備
工
事
に

関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ

た
も
の
。

｜
原
案
可
決
｜

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▽
契
約
の
目
的　
岩
城
漁
港
岩
城
地
区

　
40
大
谷
物
揚
場
機
能
保
全
工
事

▽
契
約
の
方
法　
一
般
競
争
入
札
（
総

　
合
評
価
落
札
方
式
）

▽
契
約
金
額　
５
，
８
１
９
万
円

▽
契
約
の
相
手
方　

 

上
島
町
岩
城 

　
　
五
島
建
設 

株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
|
可
　
決
|

■
物
品
売
買
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▽
契
約
の
目
的　

　

公
立
学
校
情
報
機
器
（
G
I
G
A

端
末
・
C
h
r
o
m
e
O
S
）
整
備
事
業

▽
契
約
の
方
法　
随
意
契
約

▽
契
約
金
額　
１
，
６
６
３・２
万
円

▽
契
約
の
相
手
方　

 

今
治
市 

　
　
四
国
通
建 

株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
|
可
　
決
|

■
上
島
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
次
の
者
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議

会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
　

中
村　
一 

義　
（
魚
島
）

　
　
森
本　
隆
人　
（
岩
城
）

　
　
　
　
｜
同
　
意
｜

■
上
島
町
農
業
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
次
の
者
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議

会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
　
田
中　
一 

富　

 

（
岩
城
）

　
　
仲
平　
ま
ゆ
み　
（
岩
城
）

　
　
古
川　
泰
弘　

 

（
岩
城
）

　
　
砂
川　
勝
利　

 

（
岩
城
）

　
　

小
西　
佳
子　

 

（
弓
削
）

　
　
青
木　
俊
樹　
　
（
弓
削
）

　
　

村
上　
穗　

 　
（
生
名
）

　
　
山
上　
耕
司　
　
（
弓
削
）

　
｜
同
　
意
｜

■
イ
ン
ラ
ン
ド
・
シ
ー
・
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ

ス
パ
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て　

　
イ
ン
ラ
ン
ド
・
シ
ー
・
リ
ゾ
ー
ト
フェス

パ
の
指
定
管
理
者
を
指
定
し
た
い
の
で
、

地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
２
第
６
項

の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

・
指
定
管
理
者　
京
都
府
亀
岡
市

　
株
式
会
社
エ
ム
ア
ン
ド
エ
ム
サ
ー
ビ
ス

・
指
定
期
間

　
　
令
和
8
年
4
月
1
日
か
ら

　
　
令
和
13
年
３
月
31
日
な
で

｜
原
案
可
決
｜

■
岩
城
診
療
所
早
期
再
開
に
関
す
る
請

願
書
に
つ
い
て

▽
請
願
の
趣
旨

　

岩
城
診
療
所
の
早
期
再
開
に
む
け
、

診
療
所
に
常
駐
す
る
医
師
を
早
期
に
招

致
す
る
こ
と
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

手
段
を
講
じ
る
こ
と
。　

｜
採
　
択
｜
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令

の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
ぜ
ひ
と
も
会

場
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
お
も
て
な
し
を

込
め
た
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

6
月
22
日
、
関
西
岩
城
会
、
６
月

29
日
、
近
畿
愛
媛
県
人
会
と
、
大
阪
で

開
催
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
会
に
出
席
し
、

各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
上
島
町
や
愛

媛
県
出
身
の
方
々
と
久
し
ぶ
り
に
お
会

い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
、

遠
く
離
れ
て
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
を
思
う
お
気
持
ち
に

胸
が
熱
く
な
る
の
と
同
時
に
、
町
を
預

か
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
を
守

り
続
け
る
使
命
」
に
、
改
め
て
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

７
月
１
日
か
ら
２
日
に
か
け
て
、
東
京

で
離
島
振
興
対
策
要
望
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
業
務
の
合
間
に
は
、
７
月
１
日

付
で
異
動
さ
れ
た
国
交
省
や
総
務
省
の

上
島
町
に
関
係
す
る
部
署
の
新
旧
幹
部

の
方
々
に
対
し
て
、
他
部
署
に
異
動
さ
れ

た
方
に
は
、
今
ま
で
の
ご
支
援
や
ご
助
言

への
感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
新
た

に
異
動
で
来
ら
れ
た
方
に
は
、
上
島
町

行
政
の
方
向
性
と
P
R
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

７
月
20
日
投
開
票
の
参
議
院
議
員
選

挙
に
お
い
て
は
、
上
島
町
の
投
票
率
が

連
続
し
て
県
下
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

国
政
に
関
心
を
持
ち
続
け
、
日
本
の
将

来
を
決
め
る
選
挙
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ま
の
行

動
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

７
月
30
日
に
は
区
長
懇
談
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
各
地
区
か
ら
の
要
望

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文
書
で
回
答
し

意
見
交
換
も
行
い
ま
し
た
。
秋
に
は「
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
」
も
計
画
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
声
を

直
接
届
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

７
月
31
日
、
愛
媛
県
漁
港
漁
場
協
会

通
常
総
会
が
松
山
市
で
開
催
さ
れ
、
引

き
続
き
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
今
後
も
水
産
振
興
に
力
を
注
ぎ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

８
月
１
日
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の

新
た
な
移
動
支
援
を
目
的
に
し
た
上
島

町
デ
マ
ン
ド
交
通
、
通
称
「
チ
ョ
イ
ソ
コ

ゆ
め
し
ま
」
の
出
発
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
ご
案
内
の
よ
う
に
、
運
行
エ
リ
ア

は
上
弓
削
と
岩
城
の
２
地
域
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
実
証

実
験
の
評
価
や
実
績
に
よ
って
、
将
来
的

に
は
町
内
全
域
へ
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の
展

開
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
積
極

的
に
ご
活
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

８
月
２
日
に
は
、
ふ
る
さ
と
夜
市
に
参

加
し
、
沖
縄
を
は
じ
め
全
国
各
地
か
ら

里
帰
り
し
た
懐
か
し
い
顔
に
出
会
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
町
内
全
て
の
島
々

か
ら
の
参
加
や
、
若
者
た
ち
の
浴
衣
姿
、

み
な
さ
ん　
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
９
月
議
会
行
政
報
告
で
も
、

「
今
ま
で
経
験
し
な
か
っ
た
猛
暑
、
と
い

う
言
葉
を
今
年
も
繰
り
返
す
こ
と
に
な

り
」
と
い
う
内
容
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
毎
年
続
く
と
異
常
気
象
と
は
言

え
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

上
島
町
で
は
こ
の
猛
暑
・
酷
暑
対
策

と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
世
帯
全
員
が
非

課
税
で
あ
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
で
、

現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
に
エ
ア
コ
ン
が

な
い
世
帯
を
対
象
と
し
た
設
置
支
援
を

行
な
って
い
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る

こ
と
を
目
的
に
、一時
的
に
暑
さ
を
し
の

ぐ
た
め
の
指
定
暑
熱
避
難
施
設
い
わ
ゆ

る
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェル
タ
ー
と
し
て
５
つ
の

公
共
施
設
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ェ
ル
タ
ー
に
つ
い
て
は
現
在
、一

般
に
開
放
し
て
い
た
だ
け
る
店
舗
等
民

間
の
施
設
も
指
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

遠
慮
な
く
ご
活
用
く
だ
さ
い
。　

本
日
は
、
令
和
７
年
第
３
回
定
例
会

を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全
員
の

回
和

定

会

第
３

７

例
年

　

9
月
９
日
開
催

上
村
町
長
の
行
政
報
告

令

年

出
席
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

６
月
定
例
議
会
後
の
行
政
活
動
内
容

や
資
料
に
つ
い
て
の
詳
細
は
時
間
の
関
係

上
、
上
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
町
長

活
動
報
告
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ

の
場
に
お
い
て
は
主
な
事
項
の
み
を
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

６
月
21
日
に
は
、「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ

ス
タ
ー
ズ
２
０
２
５
愛
媛
大
会
」
の
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
原
則
35
歳
以
上

の
ア
ス
リ
ー
ト
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
で
あ
り
、
愛
媛
県
で
は
初
め
て
の

開
催
と
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
上
島
町

は
９
月
20
日
、
軟
式
野
球
の
競
技
会
場

と
し
て
生
名
ス
ポ
レ
ク
野
球
場
が
選
ば
れ

て
い
ま
す
。
参
加
す
る
選
手
は
、
ス
ポ
ー

ツ
愛
好
者
の
中
で
も
競
技
志
向
が
高
く
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
模
範
と
な
る
方
々
で
す
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先
輩
方
の
明
る
い
笑
顔
に
、
幸
せ
な
気

分
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

８
月
５
日
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
上

島
町
議
会
主
催
に
よ
る
「
こ
ど
も
議
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
上
島

町
の
子
ど
も
た
ち
が
、
議
会
を
直
接
体

験
す
る
こ
と
で
、
行
政
や
町
議
会
の
仕

組
み
を
学
び
、
議
会
を
よ
り
身
近
な
も

の
と
感
じ
て
も
ら
い
、
次
の
世
代
に
つ
な

い
で
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
町
内
の
中
学
生
10
名
が
議
員

と
し
て
参
加
し
、
新
鮮
な
緊
張
感
が
漂

う
中
、
上
島
町
の
空
き
家
問
題
・
医
療

体
制
・
財
政
状
況
な
ど
日
頃
感
じ
る
身

近
な
疑
問
が
「一般
質
問
」
と
し
て
投

げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

理
事
者
側
は
真
剣
か
つ
丁
寧
に
お
答

え
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
中
学
生
の

柔
軟
で
斬
新
な
発
想
や
ア
イ
デ
ア
も
あ

り
ま
し
た
の
で
、
事
業
化
を
含
め
今
後

の
町
政
に
生
か
す
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

８
月
18
日
に
は
、
沖
縄
県
宮
古
島
市

で
開
催
さ
れ
た
第
16
回
国
土
交
通
大

臣
杯
全
国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会

「
離
島
甲
子
園
」
に
出
席
し
ま
し
た
。

開
会
式
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

堂
々
と
し
た
チ
ー
ム
代
表
の
挨
拶
や
誇
り

高
い
選
手
宣
誓
に
、
こ
の
離
島
甲
子
園

が
全
国
規
模
の
伝
統
あ
る
大
会
に
育
っ

た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
試

合
直
後
に
球
場
外
で
相
手
チ
ー
ム
と
交

流
す
る
上
島
町
の
中
学
生
の
姿
に
、
こ

の
大
会
の
意
義
を
再
認
識
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
国
の
来
年
度
予
算
概
算
要
求

基
準
が
８
月
８
日
に
閣
議
了
解
さ
れ
ま

し
た
。
石
破
首
相
は
先
日
の
９
月
７
日

に
退
陣
を
正
式
表
明
さ
れ
ま
し
た
が
、

来
年
度
予
算
は
石
破
政
権
肝
煎
り
の
賃

上
げ
や
物
価
高
対
策
を
含
む
「
重
要
政

策
推
進
枠
」
を
前
年
度
当
初
予
算
の
２

割
増
し
の
２
兆
８
０
０
０
億
円
を
要
望

可
能
と
し
、
更
に
は
要
求
段
階
で
金
額

を
具
体
的
に
示
さ
な
い
「
事
項
要
求
」

も
引
き
続
き
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
方
針
に
よ
り
、
要
求
総
額
は
過
去

最
大
で
、
初
め
て
１
２
０
兆
円
を
超
え

た
こ
と
か
ら
、
例
年
以
上
に
厳
し
い
予

算
編
成
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

上
島
町
に
お
い
て
は
特
に
国
民
生
活

を
圧
迫
し
て
い
る
物
価
高
騰
対
策
に
は

引
き
続
き
注
視
し
、
適
宜
適
切
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
上
島
町
の
令
和
６
年
度
決
算

に
お
け
る
上
島
町
の
財
政
状
況
で
す
が
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
が
健
全
か
ど
う

か
を
判
断
す
る
４
つ
の
指
標
の
中
に
あ

る
、
公
債
費
へ
の
財
政
負
担
と
資
金
繰

り
の
程
度
を
示
す「
実
質
公
債
費
比
率
」

は
、
14
・
4
％
と
な
り
、
前
年
よ
り
０
・

７
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
増
加
の
要
因

と
し
て
は
、
令
和
元
年
度
最
終
処
分
場

整
備
事
業
、
令
和
２
年
年
度
長
崎
桟
橋

整
備
事
業
等
の
償
還
開
始
に
と
も
な
い
、

元
利
償
還
金
の
額
が
増
加
し
た
こ
と
、

臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可
能
額
が
減
少

し
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
14
・
４
％
と
い
う
数
値
は
、
国
が

示
す
早
期
健
全
化
基
準
25
％
や
地
方
債

を
借
り
入
れ
る
際
に
県
の
許
可
が
必
要

な
団
体
と
な
る
18
％
を
下
回
っ
て
お
り
、

健
全
な
数
値
を
示
し
て
お
り
ま
す
が
、

将
来
的
に
財
政
構
造
の
硬
直
化
を
招
か

な
い
よ
う
、
今
後
も
地
方
債
の
新
規
発

行
抑
制
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
７
月
29
日
に
愛
媛
県
よ
り
普

通
交
付
税
額
の
決
定
通
知
が
あ
り
、
令

和
７
年
度
の
上
島
町
へ
の
普
通
交
付
税

は
33
億
３
３
１
０
万
３
千
円
で
、
前
年

度
比
５
４
０
５
万
１
千
円
、
１・６
％
増

と
な
って
い
ま
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、

地
方
公
務
員
の
給
与
改
定
に
要
す
る
経

費
や
、
地
方
公
共
団
体
の
施
設
の
光
熱

費
と
管
理
委
託
料
の
増
加
に
対
応
し
た

算
定
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て

は
、
地
方
税
収
の
増
等
に
よ
る
財
源
不

足
額
の
解
消
に
よ
り
、
平
成
13
年
度
の

制
度
創
設
後
初
め
て
発
行
さ
れ
な
い
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

基
金
残
高
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度

に
お
い
て
約
3
億
円
の
取
り
崩
し
が
あ

り
ま
し
た
。
主
な
要
因
と
し
て
は
、
人

事
勧
告
に
と
も
な
う
給
与
改
定
お
よ
び

会
計
年
度
職
員
の
勤
勉
手
当
支
給
等
に

と
も
な
う
人
件
費
、
公
債
費
等
の
義
務

的
経
費
の
増
加
お
よ
び
企
業
会
計
へ
の

繰
出
金
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
地
方
債
残
高

は
令
和
２
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
に
約

30
億
円
減
ら
し
て
お
り
、
厳
し
い
中
で

も
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
行
財

政
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
楽
し
み
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
将
来
の
子
ど
も
達
に
も
明
る

い
未
来
を
残
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
、
安
定
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
る

と
と
も
に
、
独
立
採
算
が
原
則
で
あ
る

企
業
会
計
の
使
用
料
の
見
直
し
に
も
着

手
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
財
源
補
て
ん
の
た
め
に一般
会

計
か
ら
の
多
額
の
繰
入
金
を
必
要
と
し

て
い
る
下
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、

料
金
改
定
の
検
討
が
必
要
で
す
。
改
定

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年

９
月
議
会
予
算
決
算
委
員
会
で
お
示
し

し
た
よ
う
に
、
今
年
度
策
定
す
る
経
営

戦
略
に
お
い
て
、
中
長
期
の
財
政
見
通

し
を
立
て
た
う
え
で
、
料
金
水
準
の
見

直
し
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
令

和
8
年
度
に
審
議
会
の
開
催
や
議
会
説

明
、
住
民
周
知
を
行
い
、
令
和
9
年
4

月
か
ら
使
用
料
の
改
定
を
行
う
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
来
年
度
や
将
来
的
に
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上島町議会第３回定例会 / お知らせ

愛
媛
県
立
新
居
浜
産
業
技
術
専
門
校

令
和
８
年
度
中
期
入
校
生
募
集
開
始

●
科
名　

　
・ 

メ
カ
ト
ロニ
ク
ス
科（
機
械
・
保
全
・

　
　
電
気
技
術
者
）　

　

・
自
動
車
整
備
科（
２
級
自
動
車
整

　
　

備
士
）　

　
・
メ
タ
ル
技
術
科
（
溶
接
技
術
者
）

●
訓
練
期
間　
令
和
8
年
4
月
〜

　
　
　
　
　
　（
２
年
間
）　

●
中
期
募
集
期
間

　
11
月
10
日（
月
） 〜 

12
月
５
日（
金
）　

　
　
　
　
　
（
選
考
料 

２
２
０
０
円
）

●
中
期
試
験
日　
12
月
12
日(

金)
●
授
業
料　
　
月
額 

９
９
０
０
円

●
そ
の
他　
寮
あ
り（
男
性
用
）

　
　
　
　
本
校
見
学（
平
日
対
応
可
能
）

●
問
い
合
わ
せ　

　
新
居
浜
市
大
生
院
１
２
３
３-

２

　
新
居
浜
産
業
技
術
専
門
校　

　
　
　
☎
０
８
９
７-

４
３-
４
１
２
３

も
町
民
の
皆
さ
ま
に
痛
み
を
と
も
な
う

施
策
を
提
案
す
る
場
面
も
出
て
く
る
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
議
会
や
町
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
の
夏
の
甲
子
園
が
例

年
以
上
に
盛
り
上
が
っ
た
よ
う
に
、
上
島

町
に
お
い
て
も
「
イ
ワ
キ
テ
ッ
ク
硬
式
野

球
部
」
が
躍
進
し
て
い
ま
す
。

東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
る
都
市
対

抗
野
球
の
四
国
予
選
決
勝
で
は
惜
し
く

も
代
表
を
逃
し
ま
し
た
が
、
イ
ワ
キ
テ
ッ

ク
所
属
の
吉
尾
竜
一
捕
手
が
四
国
代
表

Ｊ
Ｒ
四
国
の
補
強
選
手
に
選
ば
れ
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
す
。
ま
た
、
９
月
13

日
か
ら
愛
媛
県
内
で
開
催
さ
れ
る
全
日

本
ク
ラ
ブ
野
球
選
手
権
大
会
に
は
、
四

国
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
、
全
国
の

強
豪
チ
ー
ム
と
対
戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

自
転
車
新
文
化
が
提
唱
し
て
い
る
理

念
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
は
単
な
る
競
技

で
は
な
く
、「
健
康
」「
生
き
が
い
」「
友

情
」
は
も
ち
ろ
ん
「
感
動
」
も
与
え
て

く
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
イ
ワ
キ
テ
ッ
ク
硬
式
野

球
部
」
の
活
躍
を
期
待
し
、
町
民
球
団

と
し
て
応
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
「
生
き
が
い
」
を
追
い
求

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

　
　
　
　
　
上
島
町
長　
上
村
俊
之

●
日
時　
11
月
７
日（
金
）13
時
〜
16
時　

　
　
　
　
（
受
付
開
始　
12
時
30
分
〜
）

中
高
年
世
代
対
象
「
合
同
企
業

説
明
会
」
の
ご
案
内

差
押
不
動
産
の
合
同
公
売
会
を

実
施
し
ま
す

　
11
月・12
月
は「
市
町
村
税・県
税一斉

滞
納
整
理
強
化
期
間
」で
す

●
日
時　
11
月
20
日（
木
）　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら

●
実
施
場
所　

　
松
山
市
北
持
田
町
1
3
2
番
地

　
愛
媛
県
中
予
地
方
局
７
階
大
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ

　
　
詳
細
は
、下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

　
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

　
　
松
山
市一番
町
四
丁
目
1
番
地
2

　
　
　
愛
媛
県
自
治
会
館
4
階

　
　
　
☎︎
０
８
９-

９
１
３-

５
８
０
０

　
　

 http://w
w

w
.ehim

e-kikou.jp/

●
場
所　
新
居
浜
市
立

　
　
　
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　

 

（
新
居
浜
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
）

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル　

●
内
容　

　
　
参
加
企
業（
25
社
予
定
）は
、ハロ
ー

　
ワ
ー
ク
に
中
高
年
層（
ミ
ド
ル
シ
ニ
ア
）

　

限
定
・
歓
迎
求
人
を
提
出
し
て
い
る

　
事
業
所
、
年
齢
・
経
験
等
不
問
と
し

　
中
高
年
層
を
積
極
的
に
採
用
し
て
い

　
る
事
業
所

　
　
参
加
企
業
は
「
愛
媛
労
働
局
中
高

　
年
世
代
活
躍
応
援
H
P
」
に
掲
載
い

　
た
し
ま
す
。

●
対
象　
中
高
年
世
代
（
概
ね
35
歳
～

　
　
　
　

59
歳
の
方
）

●
申
込
締
切
日

　
　

11
月
6
日（
木
）　
17
時
、
当
日

　
　
参
加
も
可
能
で
す

●
そ
の
他　
参
加
無
料
・
服
装
自
由
・

　
　
　
　
　
履
歴
書
不
要

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

中
高
年
世
代
活
躍
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
事
務
局（
愛
媛
労
働
局
委
託
事
業
）

〈
受
託
企
業
〉 

㈱
東
京
リ
ー
ガ
ルマ
イ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
松
山
支
社

　
　
　
☎
０
８
９-

９
６
１-

１
３
３
３

　
　
　
　

m
ty@

lec.co.jp

URL
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お知らせ

　　

　今回は、「目標 11：住み続けられるまちづくりを」と「目標 12：つくる責任、つかう責任」
に焦点を当てて解説します。　

　持続可能な開発目標（SDGs）では、すべての人々が健康で幸福な生活を送ること、そし
て質の高い教育を受ける機会を平等に得ることが重要なテーマとして掲げられています。

【目標 11：住み続けられるまちづくりを】
　この目標は、「すべての人が安心して住み続けられる、安全で持続可能なまちづくり」を
目指すものです。都市化が進む一方で、地方では過疎化やインフラの老朽化などが課題とな
っています。この目標では、災害に強く、環境に配慮した住環境の整備を推進します。
　上島町では、島嶼地域ならではの課題に対応するため、生活環境の改善や防災の推進に取
り組んでいます。以下はその一例です。
・空き家活用の推進：空き家バンク制度を活用し、移住希望者への改修支援を行ってい
　　　　　　　　　 ます。これにより、住民の増加や地域活性化が期待されています。
・上島町防災アプリ：上島町が提供する公式アプリで、町からの緊急情報やお知らせ、
                             気象情報などを受信することができます。
  これらの施策は、安心して生活できる環境を整備するとともに、移住者
を歓迎できる持続可能な上島町のまちづくりに貢献しています。

【目標 12：つくる責任、つかう責任】
　目標 12 は、「すべての人が資源を責任を持って利用し、廃棄物を減らすことで、持続可
能な生産と消費を実現する」ことを目的としています。大量消費社会から、少ない資源で高
い価値を生み出す仕組みへの転換が求められています。
  「つくる責任、つかう責任」を実現するためには、一人ひとりが身近なところから行動を
起こすことが重要です。例えば、リサイクルやリユースを率先して行い、物を大切に使う意
識を広げることが求められます。
   上島町では、公共施設の LED 化を進めています。LED 照明は従来の照
明よりも消費電力が少なく、少ないエネルギーで効率よく運用できるため、
町全体での資源の有効活用を促進します。この事業は目標 11 に関連する
取り組みの一部でもあり、町内施設の照明整備が進むことで、安全で快適な住環境が提供さ
れるだけでなく、次世代にも配慮した持続可能なインフラ整備が行われます。
  未来の世代に豊かな環境を残すためには、「住み続けられるまちづくり」と「資源を大切
に使う社会」の実現が欠かせません。私たちができることを考え、小さな一歩から持続可能
な未来づくりを進めていきましょう。

「SDGsって何？ 私たちと未来をつなぐ 17 の目標」vol.8　　　

■■ 問い合わせ　

 企画情報課 ☎︎77-2500
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お知らせ

　○疲れやコリをとるためや、気持ちがいい等の疲労
　　回復目的
　○疾病予防のため

国民健康保険・後期高齢者医療保険からのお知らせ

　○あんま・マッサージ　　　
　　筋麻痺・関節拘縮などで、医療上マッサージを
　　必要とする症状がある場合
　○はり・きゅう
　　神経痛・腰痛症・頸椎捻挫後遺症・五十肩・リ
　　ウマチ・頚腕症候群

◆ 医療保険が使える施術

◆ 医療保険の対象とならないものの例

◆ 治療を受けるときの注意点
　○医師の同意が必要です。また継続して治療を受ける場
　　合は、定期的に医師の同意を受けなければなりません。
　○往診にかかる費用（往療料）は、歩行不能・歩行困難
　　など。通院できない特別な事情がある場合に医療保険
　　が使えます。（施術所が遠い、交通の便が悪い等は医
　　療保険の対象となりません）

　○骨折、脱臼、打撲、ねんざ等（肉離れなどを含む）
　　骨折および脱臼の時は、応急手当の場合を除
　　き、医師の同意が必要です。

◆ 医療保険が使える施術

◆ 医療保険の対象とならないものの例
　○日常生活での疲れや肩こり、腰痛、筋肉疲労
　○ケガはないが、気持ちがいい等の疲労回復目的
　○脳疾患後遺症などの慢性病や症状の改善がみら
　　れない長期の治療
　○整形外科等、病院で治療中の部位

◆ 治療を受けるときの注意点
　○負傷の原因を正しく伝えましょう。
　○治療が長引く場合は、一度医師の診断を受けま
　　しょう。

あんま・マッサージ・はり・きゅう
（正しいかかり方）

整骨院、接骨院（柔道整復）
（正しいかかり方）

■ 問い合わせ　各総合支所住民課または町民生活課

　　　　　　　　弓削 　住 民 課　☎77-2503
　　　　　　　　生名　町民生活課　☎76-3000
　　　　　　　　岩城　町民生活課　☎75-2500
　　　　　　　　魚島　町民生活課　☎78-0011

愛
媛
県
立
松
山
盲
学
校
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
愛
媛
県
立
松
山
盲
学
校
は
、県
内
唯一

の
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
が
学
べ

る
学
校
で
す
。

　
ま
た
、子
ど
も
だ
け
で
な
く
、視
覚
に

障
が
い
の
あ
る
成
人
の
方
も
、あ
ん
摩・マ

ッ
サ
ー
ジ・指
圧
師
、は
り
師
、き
ゅ
う
師

の
国
家
資
格
取
得
を
目
指
せ
る
学
校
で

す
。【
な
お
、あ
ん
摩・マ
ッ
サ
ー
ジ・指
圧

師
の
国
家
資
格
取
得
が
目
指
せ
る
の
は
、

愛
媛
県
内
で
は
松
山
盲
学
校
だ
け
で

す
。】				






　
さ
ら
に
、視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
本
人

（
幼
児
か
ら
成
人
）や
そ
の
家
族
が
、学
習

や
生
活
に
関
す
る
こ
と
を
相
談
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　

					







　

詳
し
く
は
、学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
　
愛
媛
県
立
松
山
盲
学
校　
　

　
　
　
☎︎
０
８
９-

９
２
２-

３
６
５
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
頭
ま
で
）
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お知らせ

愛媛県司法書士会　

　愛媛県司法書士会（会長 酒井充）では、下記のとおり、「年末困りごと電話相談会」を実施い
たします。
　毎年、年の瀬となると、「年を越す前に、今年の悩みを解決したい」という心理になる方は多
いと考えられ、経済的に困窮されている方からの相談需要が増加する傾向にあります。また、す
でに困状態に陥っている方にとっては、年末年始の間、役所が閉庁となるため、さらに大変な困
窮状態となる危険があります。
　そこで愛媛県司法書士会では、年末における相談需要に対応し、かつ、生活困窮状態にある
方々の問題解決の糸口となるべく、無料の電話相談会を企画いたしました。

◆主催： 愛媛県司法書士会

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　本件に関するお問い合わせ先　◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
愛媛県司法書士会事務局

☎︎089-941-8065　FAX 089-945-1914
＜住所＞ 〒790-0062　松山市南江戸１丁目４番１４号
< HP > https: //www. shiho-shoshi-ehime. or. jp/

【司法書士による年末困りごと電話相談会】

☎︎089-941-8065
◆日　時　：　令和7年12月6日（土） 13：00 ～16：00

◆相談料　：　無　料
◆相談例　：　 ・借金で苦しんでいる

・生活保護を受けたい
・お金がない

・生活に困っていて年が越せない
・車上生活から脱したい
・失業して先行きが見えない

　〈身近なくらしの中の法律家〉
　　　　　　　　司法書士による

「年末困りごと電話相談会」（無料） を実施します

広報かみじま 2025.1123



お知らせ

12月1日～12月7日は、「エイズ予防週間」です。
HIV（エイズ）に感染しているかどうかは、検査しないと分かりません。
週間中、今治保健所では臨時で夜間の検査・相談を実施します。この機会

に検査を受けてみませんか？　

　エイズ予防週間
　のお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●問い合わせ 今治保健所　感染症対策係　☎0898－23－2500（内線228・364）
　　　　　　　 　　　　　　　　　　

＊予約制としております。12月１日（月）16：00までにお電話でご予約
ください。

＊検査結果は約30分後に分かります（確認検査が必要な場合は後日）。
＊梅毒、B型肝炎の検査も実施しています。　

＊定例のエイズ検査は、毎週火曜日（10：00〜11：00）に実施しています。
（定例のエイズ検査についても事前予約制です。）

  【無料・匿名】夜間エイズ（HIV抗体）検査・相談

○受付日時　12月２日（火）　17：30〜 18：30
○場　　所　今治保健所 １階（今治市旭町1-4-9 県今治支局）

理 解と支 援の象 徴
レッドリボン

　配偶者からの暴力、性犯罪、ストーカー行為、売買春、人身取引等の女性に対する暴力は、女性の人権
を侵害するものであり、決して許されない行為です。一人で悩まないで、相談してください。秘密は厳守
します。また、身近に悩んでいる人がいる場合には、相談機関の連絡先を伝えてください。（相談無料・
匿名相談可）

【相談機関】
・県福祉総合支援センター☎089-927-3490・#8008
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （月～金）
・県男女共同参画センター☎089-926-1644 （火～日）
　　えひめ性暴力被害者支援センター（ひめここ）
　　　　　　　　　　　　☎#8891
　　　NTTひかり電話からは0120-8891-77（毎日）
・県警察本部警察相談専用電話 
　　　　☎089-931-9110・#9110（毎日）

「女性に対する暴力をなくす運動」　
11 月 12 日（水）〜 25 日（火）

・県警察本部性犯罪被害相談電話　
　　　　　　 ☎0120-282-114・#8103（毎日）
　

　弓削総合支所　　　住民課　☎︎0897-77-2503
　生名総合支所　町民生活課　☎︎0897-76-3000
　岩城総合支所　町民生活課　☎︎0897-75-2500
　魚島総合支所　町民生活課　☎︎0897-78-0011
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島々の話題

●●申し込み・問い合わせ　　　
　自衛隊愛媛地方協力本部今治地域事務所　　
　今治市南大門町２丁目5番１ 今治市庁舎第3別館1階　
　☎/　　0898-33-0038

定期的にせとうち交流館にて説明会を実施していますのでお気軽にお越しください。

平和を仕事にする。 陸・海・空自衛官募集　　　　
募集種目 種目概要 応募資格 受付期間 時　　期

一般曹
候補生

・現場における部隊活動の中核を担います。
・入隊２年9 ヶ月以降、選考によって曹に昇進

18歳以上33歳未満
　（新卒予定者含む）　 ～ 11/21(金)

１次試験　11/29(土) ～ 12/3(水）※
２次試験　 1/10(土)
※期間中のうち１日（WEB試験） 

自衛官　　　　　　　　　　
候補生

・入隊後３か月間は非自衛官。その後、陸上1年
9ヶ月、海上・航空２年９ヶ月を１任期、２任
期目以降は２年を１任期とする任期制自衛官

18歳以上33歳未満
　（新卒予定者含む）

年間を通して
受付中

年間を通して実施
詳細はお問い合わせください。

陸上自衛隊　　　　　　　　　　
高等工科　　　
学校生徒

将来陸上自衛隊において、高機能化・システム化
された装備品を駆使・運用する自衛官となる者を
養成する陸上自衛隊の学校です。

令和8年４月１日現
在、15歳以上17歳
未満の男子で中学
校校卒業者（見込み含む）

～ 1/15(木) 　1次試験　1/24(土）
2次試験　2/14(土）

Fax▲QRコード

9/20
( 土 ) 日本スポーツマスターズ2025愛媛大会

　いきなスポレク蛙石野球場において、日本スポーツマス
ターズ2025愛媛大会が開催され、上島町では軟式野球
の１回戦３試合が行われました。試合は２試合が延長タイブ
レークによる決着となるなど、白熱した熱戦が繰り広げられ
ました。また、芋菓子やレモネードのおもてなしも、選手や観
戦された方に好評で、大変喜ばれた大会となりました。

【試合結果・1回戦】
宮城県 ６-７× 東京都　　千葉県 ０-８ 高知県
広島県 ４-５× 北海道

9/19
( 金 ) 瀬戸内『し・ま・の・室内楽』上島町特別公演

　　　 

　せとうち交流館において、瀬戸内『し・ま・の・室内楽』が
開催されました。昼の部と夜の部との２回公演は、どちらも
幅広い年代の方に来ていただき、来場者でいっぱいになっ
た会場では皆それぞれが秋の室内楽を楽しんでいました。
　ヴァイオリン・ヴィオラ・チェロの四重奏や、会場内をめぐ
るヴァイオリンの演奏など、普段なかなか体験することのな
い生の弦楽器の音色は、心を豊かにする貴重な時間となり
ました。
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ソラマメの栽培管理

しまなみ
農業だより

　
ソ
ラ
マ
メ
は
、莢（
さ
や
）が
空
に
向
か
っ

て
付
く
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
マ
メ
科

の
植
物
で
、一寸
蚕
豆
と
呼
ば
れ
る
大
粒

種
が
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。小
粒
種

は
香
川
県
の
醤
油
豆
や
イ
カ
リ
豆
な
ど

加
工
品
や
菓
子
の
原
料
と
し
て
利
用
さ

れ
ま
す
。今
回
は
大
粒
ソ
ラ
マ
メ（一寸
蚕

豆
）の
栽
培
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

　

　

（１） 

種
ま
き
の
コ
ツ

　

（２） 

着
花
・
着
サ
ヤ
促
進
の
コ
ツ

　
１
月
頃
か
ら
株
元
か
ら
側
枝
が
出
始

め
ま
す
。
放
置
す
る
と
１
株
に
10
本
以

上
が
茎
立
ち
す
る
た
め
、
茎
が
込
み
合

い
放
置
す
る
と
株
元
の
通
風
や
日
当
た

り
が
悪
く
、
花
付
き
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
茎
が
40
ｃ
ｍ
程
度
に
伸
び
た
頃
に

成
長
の
よ
い
茎
を
１
株
に
６
～
８
本
程

度
に
残
し
て
株
の
中
心
に
土
を
載
せ
株

を
開
か
せ
、
左
右
に
茎
を
誘
引
し
ま
す

（
図
１
参
照
）。

　

（３） 
栽
培
上
の
注
意

①
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
防
除　
ソ
ラ
マ
メ
は

ア
ブ
ラ
ム
シ
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
病
が
伝

染
し
や
す
い
作
物
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
病

の
症
状
は
、
葉
の
モ
ザ
イ
ク
症
状
や
赤

　

ソ
ラ
マ
メ
の
発
芽
適
温
は
25
℃
～
15

℃
で
暑
く
て
も
寒
く
て
も
発
芽
率
が
低

下
す
る
の
で
10
月
中
旬
～
11
月
上
旬
が

ま
き
時
で
す
。
種
は
、
畑
に
直じ

か
に
ま
い

て
も
鉢
（
ポ
リ
ポ
ッ
ト
）
で
苗
を
育
て

て
移
植
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
種
ま

き
の
コ
ツ
は
、
ソ
ラ
マ
メ
の
種
は
大
き

い
の
で
発
芽
に
は
酸
素
と
水
分
が
必
要

な
た
め
土
中
深
く
に
埋
め
る
と
酸
欠
で

発
芽
率
が
低
下
し
ま
す
（
種
が
腐
る
）。

種
ま
き
は
オ
ハ
グ
ロ
を
下
に
し
て
種
の

お
尻
が
わ
ず
か
に
見
え
る
よ
う
土
に
差

し
込
む
よ
う
に
ま
く
と
発
芽
率
が
向
上

し
ま
す
。
あ
と
は
加
湿
に
な
ら
な
い
程

度
に
水
や
り
を
行
い
発
芽
を
待
ち
ま

す
。　

褐
色
の
壊え

そ疽
の
発
生
、
葉
が
縮
ん
で
茎

の
伸
び
が
悪
く
な
り
ま
す
。
一
度
感
染

す
る
と
治
る
こ
と
は
な
い
の
で
発
生
株

は
早
め
に
抜
き
取
り
ま
す
。
対
策
と
し

て
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
発
生
し
た
ら
農
薬

防
除
を
行
う
。
ま
た
、
植
え
付
け
畝
に

シ
ル
バ
ー
（
銀
色
）
マ
ル
チ
や
銀
色
の

テ
ー
プ
を
植
物
上
に
張
る
と
ア
ブ
ラ
ム

シ
の
飛
来
が
減
り
ま
す
。
春
季
の
ア
ブ

ラ
ム
シ
の
発
生
は
摘
芯
を
す
る
こ
と
で

発
生
が
減
少
し
ま
す
。

②
連
作
は
行
わ
な
い　
一
般
に
マ
メ
科

の
植
物
は
連
作
を
嫌
い
ま
す
。
連
続
し

て
同
じ
場
所
で
栽
培
す
る
と
生
育
が
悪

く
、
病
害
（
立
ち
枯
れ
病
）
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
連
作

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

③
施
肥　
マ
メ
科
の
植
物
は
空
気
中
の

窒
素
を
固
定
す
る
た
め
施
肥
は
控
え
め

に
し
ま
す
が
、
ソ
ラ
マ
メ
は
野
菜
に
近

く
植
え
付
け
前
の
基
肥
（
も
と
ご
え
）

と
さ
や
が
付
き
始
め
て
か
ら
追
肥
を
与

え
ま
す
。
大
き
な
実
に
す
る
た
め
に
追

肥
は
重
要
で
す
。
マ
ル
チ
を
し
て
い
る

場
合
は
マ
ル
チ
の
外
側
に
施
肥
を
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

④
鳥
獣
被
害　
イ
ノ
シ
シ
や
タ
ヌ
キ
の

侵
入
対
策
だ
け
で
な
く
、
カ
ラ
ス
も
成

熟
し
た
ソ
ラ
マ
メ
を
食
害
し
ま
す
の

で
、
収
穫
期
ま
で
に
防
鳥
網
や
テ
グ
ス

を
張
り
、
被
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
対

策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▲ 図 1 ソラマメの誘引と摘芯

　

誘
引
線
（
ひ
も
）
は
幅
50
～

60
c
m
に
約
１
ｍ
間
隔
で
対
に
支
柱

を
立
て
て
横
ひ
も
を
２
段
か
ら
３
段
張

り
ま
す
。
茎
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
茎
は

誘
引
ひ
も
に
固
定
し
ま
す
が
、
ひ
も
を

２
本
張
り
、
茎
を
挟
ん
で
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
を
結
わ
え
る
と
効
率
的
に
茎
の
固
定

が
で
き
ま
す
。
整
枝
と
誘
引
を
行
う
こ

と
で
開
花
が
早
ま
り
、
内
側
に
向
い
て

さ
や
の
着
生
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
最
初
の
開
花
位
置
か
ら
10
葉

程
度
が
展
葉
し
た
ら
茎
の
先
端
を
摘
芯

し
ま
す
（
図
１
参
照
）。
摘
芯
す
る
こ

と
で
茎
の
伸
長
を
止
め
て
茎
の
生
育
や

さ
や
の
肥
大
を
促
進
で
き
ま
す
。
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消 防 だ よ り

火災・救急・救助は

　毎年 11 月 9 日から 15 日までの１週間を『秋季全国火
災予防週間』と定め、全国で火災への注意が呼びかけら
れています。これからの季節は、空気が乾燥して火災の
発生しやすい気象状況が続きます。火の取り扱いには十
分注意し、火災を起こさないように努めてください。
　また、各保育所、消防団と合同で下記のとおり防火パ
レードを実施しますので、お時間がとれる方は沿道で園
児にご声援をお願いします。

秋季全国火災予防運動の実施について １１月９日は「１１９番の日」
　火災・救急・救助などの緊急時には、119 番による通報を
お願いします。　

　　　 幼年消防クラブ防火パレード日時

　　生名保育所　 令和 7 年 11 月 5 日（水）
　　　　　　　　 場所　保育所から立石港まで
　　岩城保育所　 令和 7 年 11 月 7 日（金）
　　　　　　　　 場所　保育所から岩城港まで
　　弓削保育所　 令和 7 年 11 月 12 日（水）
　　　　　　　　 場所　保育所から佐島港まで
　
　　※時間はすべて 10 時～ 11 時で行います。

〇固定電話からの１１９番通報について
　消防署の位置情報システムにより通報場所が表示され
るため迅速に出動することができます。
〇携帯電話からの１１９番通報について
　通報場所によっては、今治市や尾道市の消防署につな
がる場合がありますが、上島町消防署へ転送してもらえ
ますので、電話を切らずにお待ちください。
　　

　119 番通報時に伝えてほしいこと
　　①災害の種類
　　　「火事」か「救急」もどちらかを伝えてください。
　　②場所（住所）
　　　消防車や救急車が向かう場所（住所）、建物など目
　　　印になるものを伝えてください。
　　③状況の詳細
　　　「火事」・・なにが燃えているのか
　　　　　（燃えている物、逃げ遅れや負傷者の有無）
　　　「救急」・・だれがどうなっているのか
　　　　　（年齢、性別、怪我や病気の症状など）
　　④通報者の情報
　　　あなたの名前と連絡先を教えてください。
　　
　　☆現場が確認でき次第、消防車や救急車は直
　　ちに出動しますので、安全な場所で落ち着
　　いて説明してください。
　　　出動後、更に詳しい情報を聴取する場合が
　　 ありますので、ご協力よろしくお願いいたし
　　ます。
　　　

令和 7 年度全国統一防火標語　

「急ぐ日も　足止め火を止め　準備よし」

令和７年9月出動件数　 （令和７年9月30日現在）
地区 弓削 生名 岩城 魚島 その他 合計 R7累計

火災    0    0 　0  ０  0    0 　1
救急  16   9 　６  ０  0  31 308

【上島町消防署】 　　　　　   ☎77-4118
【上島町消防本部消防防災課】　　☎77-3166

上島町の誇りとなる　消防団員　絶賛募集中！

レソト王国（アフリカ）にポンプ車を寄贈　

　令和 5 年度末、上島町消防団岩城方面隊のポンプ
自動車を更新し、廃車予定であった旧ポンプ車を一
般社団法人日本外交協会を通じ、新横浜ロータリー
クラブの国際親善活動の一環としてアフリカ・レソ
ト王国に寄贈しました。
　寄贈完了を受け、本事業においてご尽力されまし
た新横浜ロータリークラブ前会長の山戸伸孝様が来
町され、町長室において上村町長に対し感謝の意を
述べられました。現地の寄贈式典においては、国王
自らご出席され、たいへんお喜びであったとのこと
で、寄贈直後に発生した火災においても寄贈車両が

現地式典(中央がレソト国王)

見地での活動の様子

【参考】 レソト王国　　南アフリカ共和国の北西部に
位置する面積 3 万㎢、人口約 234 万人の国。「天空の国」
とも呼ばれ、国土のほとんどが標高の高い山岳地帯で、
農業、繊維産業が主な産業となっています。 車両に友好旗

大変役に立ったそうです。レソ
ト王国では、ポンプ自動車は 1
台しかなく、その 1 台も故障
のため使用できないタイミング
で寄贈が決定しました。今後も
このような事業に積極的に協力
していきます。
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戸籍だより 

死 亡 ご冥福をお祈りいたします

岡
おか

　　弘
ひ ろ こ

子	 8月31日	　   ８３歳（生名）
浪
なみもと

本　眞
ま す み

澄	 9月 4日　　	８４歳（岩城）
金
か な も と

本　誠
せ い こ

子	 9月 6日	　　８１歳（岩城）
福
ふ く だ

田　芳
よ し こ

子	 9月 9日	　　９４歳（弓削）
寺
てらざわ

澤　ヒ
ひ ふ み

フミ	 9月16日	　　９３歳（弓削）
田
たがしら

頭　國
くにゆき

行　 	 9月22日	　　７１歳（弓削）
檜
ひ が き

垣　サ
さ え こ

エコ	 9月26日	　　９９歳（生名）
山
やまぐち

口　光
みつぞう

三	 9月27日	　　９１歳（弓削）

人口の動き 令和７年9月30日現在
※（　）は前月比です。

【人口の増減】
転入等 22人　転出等 25人　出生 0人　死亡 11人　

区分 男 女 合　計 世帯数

弓　削 １, ４０８
（▲１8）

1, ３２７
（▲１）

２, ７３５
（▲１9）

１, ７３７
（▲１5）

生　名 ６２９
（2）

６９１
（▲ 2）

１, ３２０
（0）

８０１
（▲１）

岩　城 １, ０２５
（7）

７６２
（▲ 1）

１, ７８７
（６）

１, ０７９
（６）

魚　島 ６９
（▲１）

５８
（０）

１２７
（▲１）

９３
（0）

合 計 ３，１３１
（▲１0）

２, ８３８
（▲４）

５，９６９
（▲１4）

３, ７１０
（▲１0）

■締切 11月４日(火)
■投稿方法　各総合支所への投稿または
メール（kikaku-joho@town.kamijima.ehime.jp）
★　赤ちゃんの顔写真１枚
★　①住所　②名前 　
　　③性別　④生年月日 
　　⑤保護者名　⑥電話番号
　　⑦メッセージ　

令和６年 1 2 月 生 ま れ の赤ちゃん写真募集

次の方に寄付をいただきました。紙上より厚くお礼
申し上げます。

寄 付 

敬称略／ 9月30日までの受付　

H A P P Y  B I R T H D A Y

１歳 の お 誕 生 日 お め で とう

■弓削総合支所 住 民 課　☎0897-77-2503
■生名総合支所 町民生活課　☎0897-76-3000
■岩城総合支所 町民生活課　☎0897-75-2500
■魚島総合支所 町民生活課　☎0897-78-0011

※戸籍だよりは、上島町各総合支所窓口へ届け出に
来られた方で、掲載の了解をいただいた方のみを掲
載しています。掲載をご希望の方は、上島町各総合
支所住民課または町民生活課へご連絡ください。

11月12日生まれ
大
おおばやし

林 桜
ら な

奈ちゃん（生名）

我が家の癒し系アイドル☆元気に
育ってね！
優介＆絵理

M E S S A G E

11月16日生まれ
古
ふるかわ

川 あさひちゃん（弓削）

あさひちゃんずっと大好きだ
よ^^ 
優哉＆未来

M E S S A G E

11月20日生まれ
澤
さ わ だ

田 凰
お う き

暉くん（岩城）

名前に負けない大きな漢
おとこ

に育っ
てね！
俊＆友美

M E S S A G E

【ふるさと納税（上島町宛）】
・「人が元気なまちづくり」に関する事業
　井上 公夫　原 由佳里　西川 孝博　上田 智弘　桑原 美香

　小島 雄一朗　大竹 秀治　川村 依世　福井 正明　三上 純太　

・「子供が元気なまちづくり」に関する事業

　小林 由理　沖本 浩一郎　金畑 元一　田中 義幸　谷垣 明彦

　小田巻 太郎　中村 綾子　水野 敬介　千本木 恒憲　橋本 直樹

　
関　春菜　畑田 光毅　高梨 由紀　菅野 美紀子　半田 多一

　

　
三島 睦弘　鈴木 友和　中村 憲博　鈴江 友樹

・「生業が元気なまちづくり」に関する事業

　
浅澤 恵子　吉田 典子　矢動丸 尚憲　中山 洋美

・上島町ゆめしま奨学金

　原　真也　今井　工　大野 仁子　程野 和代　

　
鳥沢 好幸　金子 建児　五十嵐 哲　山下 秀和　福島 真理

　
吉池　剛　引地　豊　福内 雅子　加藤 和代　柳　英治

　

千葉 加代子　辺土名 剛　能祖 将夫　今市 和　伴　菅　秀次

　

吉田 幸治　松林 正人　栗井 優羽　吉川 孝雄　小野寺　聖

　中田 勇樹　庄司　学　千葉 一三夫

・弓削高校魅力化プロジェクトの支援　

　

小菅 愛子　迫田 賢一　能祖 将夫

・弓削商船高等専門学校の支援

　

能祖 将夫　柏木　実　三浦 隆弘　風間　敏　清田 陽介
　中村 憲博

※一般寄付、ふるさと納税を行っていただいた方のうち、氏名
等の広報誌への掲載については、希望された方のみ掲載してい
ます。

※ふるさと納税については、紙面の都合により氏名のみの掲載
としています。
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行事カレンダー行事カレンダー

今月の税金の納期限 
納期限までに必ず納めましょう 12/1（月）

○ 国民健康保険税第 5 期分
○ 後期高齢者医療保険料第 5 期分

上島町 11月行事カレンダー・潮汐表　　
 日   予　　　　　定 潮 高　　潮 低　　潮

 時刻 潮位  時刻 潮位  時刻 潮位  時刻 潮位

1日 (土) 上島町文化祭（生名小体育館 文化展・文化財講座 9：00〜17：00） 若  7:24 261 20:06 310  1:43 152 13:36 116

2日 (日) 上島町文化祭（生名小体育館 文化展・芸能発表会 9：00〜12：00） 中  8:26 295 20:50 325  2:30 119 14:39 100

3日 (月) 文化の日　潮湯休館日　　 中  9:17 331 21:29 337  3:10  85 15:30  85

4日 (火) スポレク体育館休館日 中 10:02 363 22:07 345  3:48  52 16:16  75

5日 (水) 行政相談（生名３分団集会所 10：00 〜 11：30）　　　　　　　　　　　　　
潮湯水中歩行講座（10：30～11：15）　　　 大 10:45 387 22:43 349  4:25  24 16:59  72

6日 (木) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 大 11:28 401 23:20 347  5:03    3 17:41  76

7日 (金) 　　 大 12:12 405 23:58 340  5:41  ▲ 9 18:23  86

8日 (土) 大 12:57 398 - -  6:22  ▲ 11 19:07 102

9日 (日) 敬老会（弓削・生名・岩城）　 中  0:37 327 13:45 382  7:04  ▲ 1 19:55 120

10日 (月) 潮湯休館日　 中  1:20 309 14:38 360  7:50  18 20:48 138

11日 (火) スポレク体育館休館日　　　　　　　　　　 中  2:09 287 15:38 337  8:42  44 21:52 151

12日 (水) 潮湯水中歩行講座（10：30～11：15）　 小  3:12 266 16:48 319  9:44  72 23:09 155

13日 (木) 小  4:38 252 18:02 308 11:00   97 -  -

14日 (金) 敬老会（魚島） 小  6:15 254 19:09 305  0:32 144 12:27 111

15日 (土) 長  7:36 271 20:03 306  1:41 124 13:46 114

16日 (日) 第 26 回かみじまてしごと市
　（ひだまり公園 11：00 〜 14：00） 若  8:39 293 20:48 307  2:33 101 14:49 112

17日 (月) 潮湯休館日 中  9:29 314 21:26 306  3:15  79 15:39 111

18日 (火) スポレク体育館休館日 中 10:12 330 21:59 304  3:52  62 16:22 113

19日 (水) 潮湯水中歩行講座（10：30～11：15）　 中 10:50 340 22:28 301  4:24  48 16:59 118

20日 (木) 大 11:24 346 22:55 297  4:54  39 17:33 124

21日 (金) 潮湯姿勢改善水中運動（10：30～11：15） 大 11:57 347 23:22 292  5:23  34 18:05 132

22日 (土) 大 12:30 345 23:50 287  5:51  33　18:36 140

23日 (日) 勤労感謝の日　　 大 13:03 340 - -  6:20  34 19:09 147

24日 (月)
振替休日　潮湯休館日
第5回史跡弓削島荘遺跡探訪・散策講座「重要文化財定光寺
　観音堂見学会」（10：00〜12：00、13：00〜15：00）

中  0:20 281 13:40 333  6:52  40 19:46 152

25日 (火) スポレク体育館休館日　 中  0:55 273 14:20 323  7:28  50 20:28 156

26日 (水) 潮湯水中歩行講座（10：30～11：15）　 中  1:38 264 15:08 313  8:11  63 21:19 157

27日 (木) 小  2:33 254 16:03 303  9:04  81 22:20 152

28日 (金) 小  3:48 247 17:06 297 10:08  98 23:29 140

29日 (土) 小  5:19 250 18:09 296 11:26 111 - -

30日 (日) 長  6:44 268 19:08 299  0:36 119 12:46 115
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チア☆フェスタ in スポレク

潮湯だより

※�当施設をご利用の際は、
　水着・水泳帽を着用してください。海水温浴施設 潮湯　☎74-0808 営業時間　10:00 〜 19:00

しおのゆ

11月号
　潮湯は、海水の特性（浮力・抵抗・成分等）を利用した全身浴・部分浴・体操・歩行等の運
動浴治療法が行える海水温浴施設です。定期的に健康講座を開催しています。潮湯に興味は
あるけど、どんな風に体を動かせばよいかわからないという方にもおすすめです！海水の浮力で
膝や腰の痛みを少なく、軽やかに運動してみませんか。ぜひ、ご参加ください！

百歳高齢者表彰について　

　町内在住の数え百歳（大正14年４月２日～
大正15年4月1日生まれ）の長寿者6名に、内
閣総理大臣、愛媛県知事、上島町長からのお
祝い状と記念品が贈呈されました。　

　このほか町敬老事業として、数え百一歳以
上8名、数え八十八歳を迎えられる62名に商
品券が贈呈されました。

　誠におめでとうございます。

▲  豊田 喜枝さん　 ▲  濱田 キヨ子さん

▲  中本 澄子さん　 ▲  村上 惠美子さん

おめでとうございます

水中歩行講座 今月の
テーマ

　腹筋を鍛える　　10：30 〜 11：15
姿勢改善水中運動

12日（水）19日（水） 26日（水） 21日（金）5日（水）

10：30 〜 11：15 姿勢の崩れは肩こりや腰痛・冷え
性などの原因にもつながります。
水の特性を活かして運動し、正し
く美しい姿勢を目指しましょう♪

インストラクター　西村すみれ　吉田成真

　９月23日（火・祝）、いきなスポレク公園において、「チア☆フェスタ 
in スポレク」が開催されました。第１部では、環太平洋大学チアリー
ディング部によるワークショップが行われました。地元小中学生28名
の参加者にはこのイベントのために作成されたお揃いのＴシャツがプ
レゼントされ、低学年と高学年・中学生に分かれ、基本動作や仲間を
持ち上げるスタンツ、そして、笑顔と元気でパフォーマンスをすること
を教わりました。第2部の実演会では、ワークショップ参加者による成
果発表の他、砥部町と広島市の小中学生チアリーディングチーム、
環太平洋大学チアリーディング部のパフォーマンスが披露され、明る
く元気に演技する様子やアクロバティックなスタンツに、観客からは
歓声や大きな拍手が送られました。　　

（村上 邦夫さん　檜垣 サエコさん） 以上 6名
おめでとうございます。


